
 

1 
 

報道関係各位 
2010 年 3 月 8 日 

特定非営利活動法人 日本医療政策機構 

市民医療協議会 がん政策情報センター 

 センター長 埴岡 健一 

 

がん患者・家族 95%が「たばこ対策」強化に賛成 

たばこの値上げ、賛成は 83% 

―1600 人の「がん患者意識調査」結果― 

 

調査結果のポイント   

 

 

 

 

 

 

 がん患者・家族、たばこ対策の強化に「賛成」95% 

 たばこによる健康被害の抑制、つまり、たばこ対策を強化することについて、「賛成」「どちらか

といえば賛成」と回答した人は合わせて 1619人中 1527人（95%）であった（図 1）。 

 男女別にみると、男性の 95%が「賛成」「どちらかといえば賛成」と回答。女性は 94%が「賛成」

「どちらかといえば賛成」と回答しており、男女ともに 9割以上が賛成していることがわかった（図

1）。 

 がん患者と家族の多くは、たばこ対策に対して、高い問題意識を持っていることが明らかになっ

た。 

  

 がん患者・家族は、たばこの値上げに「賛成」83% 

 がん患者・家族、妥当と考えるたばこ価格は 1 箱 1000 円か 500 円 

たばこの値上げについて、「賛成」と回答したのは 83%であった（図 2）。男女別にみると、男性

の 85%、女性の 82%が「賛成」と回答しており、若干男性の方が「賛成」と回答した方の割合が高

かった（図 2）。 

たばこの値上げについて、「賛成」と回答した方に、その値上げ額はいくらが妥当か質問したと

ころ、妥当と考える金額は、回答数が多い順に「1000円」（28%）、「500円」（24%）であった（図

3）。金額について男女別にみると、両者共に回答数が多いのは順に、「1000円」（男性の 30%、女性

の 27%）、「500円」（男性の 21%、女性の 26%）であった（図 2）。 

   

 がん患者・家族は、たばこ対策の強化に「賛成」95% 

 がん患者・家族は、たばこの値上げに「賛成」83% 

 がん患者・家族、妥当と考えるたばこ価格は 1 箱 1000 円か 500 円 



 
*1 http://www.cancer.org/docroot/PED/ped_10.asp 
*2 http://www.who.int/fctc/en/index.html（世界保健機構（WHO）「たばこの規制に関する世界保健機関枠組

み条約」のページ） 
和文テキストは、外務省ホームページ（http://www.mofa.go.jp/mofaj/GAIKO/treaty/treaty159_17.html）から

入手可能。 
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 まとめ 

 本調査で明らかになった、がん患者と家族のたばこに対する意識は以下の通り。 

 

1. たばこ対策を強化することについて、95%が「賛成」 

2. たばこの値上げについて、83%が「賛成」 

3. たばこの値上げについて、妥当であると考える金額は、お札1枚（1000円）、あるいは硬貨1枚（500

円） 

 

 がん患者において、たばこ対策に関する意識が高いことが示された。 

 

 近年、がんとたばこの関連性が科学的に明らかになってきている。たとえば、アメリカ対がん協

会（American Cancer Society）からは「がんの30%がたばこを遠因とする」といったデータが紹介

されている*1。 

同時に、世界的に「たばこ対策」への取り組みが活性化してきている。世界保健機構（WHO）が

2003年に「たばこの規制に関する世界保健機関枠組条約（FCTC）」*2を採択したことによりその流

れが加速し、各地のたばこ対策にさらなる進展がみられるようになってきた。なお、同条約には、

日本も2004年に批准している。 

 

 国内の動きに目を向けると、2009年12月2日に開催された第11回がん対策推進協議会において、

国と都道府県のがん対策推進協議会などの患者関係委員有志一同による「たばこ税の引上げに関す

る要望書」と「がん対策の推進に関する要望書」が、長妻厚生労働大臣に手渡される動きがあった。

このように、いわゆる‘患者リーダー’達のたばこ対策に関する取り組みが活性化していることは、

既にメディア等で紹介されているが、今回の調査から、広くがん患者・家族全体の意見として、た

ばこ対策のさらなる強化を望む声が多く存在することが明らかになった。 

 財政や健康増進の視点で議論されることの多いたばこ対策だが、これからは、「がん対策」の視点

からも活発に議論し、さらにたばこ対策を推進させていくことが求められているといえよう。 
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上記調査項目以外の「がん患者意識調査結果」は、当機構のウェブページで報告する予定です。

結果公開にあわせて、3月10日  13:00～14:00に、都市センターホテル（東京都千代田区）にて、報道

関係者を対象とした勉強会の開催を予定しています。 

 

※本プレスリリースは、がん政策情報センターの下記ウェブサイトにてご覧いただけます。

http://ganseisaku.net/resources/siryou 

上記ウェブページにおいて、2010年 2月 26日に発表した本調査結果の第一弾プレスリリース「が

ん患者・家族の経済的な負担感大―こころ、からだの『痛み』も解消されず」もご覧いただけま

す。あわせてご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 調査の実施概要 

「がん患者意識調査」 

調査目的：  がん患者・経験者やその家族の実体験からがん医療政策に関連する問題点や課題を可視化するとと

もに、がん患者・家族・遺族のがん医療政策や対策についてのニーズを把握する 

調査対象：   がん関連の患者団体に所属しているがん患者・経験者とその家族 

調査方法：   郵送調査、インターネット調査 

※郵送調査／全国のがんに関連する患者団体より抽出した 105 団体に協力を依頼し、承諾が得られ

た 87 団体から各会員へ郵送 

※インターネット調査／全国のがんに関連する患者団体の連絡先リストより抽出した患者団体に

e-mail で依頼し、団体ウェブページやメーリングリストなどで調査専用ウェブサイトを告知 

調査期間：    2009 年 11 月 13 日～12 月 31 日 

有効回答数：  1618 件 

郵送：1424 件（88%）、ウェブ：194 件（12%） 

■日本医療政策機構とは 

特定非営利活動法人日本医療政策機構（東京・千代田区）は、「市民主体の医療政策を実現すべく、中立的なシンク

タンクとして、幅広いステークホルダーを結集し、社会に政策の選択肢を提供すること」をミッションとする、  

超党派・民間・非営利の医療政策シンクタンクです。 

http://www.healthpolicy-institute.org 

 

■市民医療協議会 がん政策情報センターとは 

市民医療協議会は、日本医療政策機構において、市民・患者主体の医療政策の実現を推進している部門です。がん

政策情報センターは、市民医療協議会内のがん対策担当チームです。 

http://www.kanjakai.org 

http://ganseisaku.net 

 

■「がん患者意識調査」に関するお問い合わせ先 

日本医療政策機構 市民医療協議会 がん政策情報センター 

Tel: 03-5614-7796  Fax: 03-5614-7795 

調査担当：山口、湯澤 E-mail: research@ganseisaku.net 

 

■メディアワークショップ・取材・報道等に関するお問い合わせ先 

日本医療政策機構 市民医療協議会  

Tel: 03-5614-7796  Fax: 03-5614-7795 

広報担当：湯澤  E-mail: info@ganseisaku.net 



がん患者意識調査 概要者 識調 概要

・調査対象： がん関連の患者団体に所属しているがん患者・経験者とその家族
・調査方法： 郵送調査、インターネット調査

※郵送調査／全国のがんに関連する患者団体の連絡先より抽出した105団体に
協力を依頼し、承諾が得られた87団体から各会員へ郵送

※インターネット調査／全国のがんに関連する患者団体の連絡先より抽出した患
者団体にe-mailで依頼し、団体ウェブページやメーリングリストなどで調査専用
ウェブサイトを告知ウェブサイトを告知

・調査期間： 2009年11月13日～12月31日
・有効回答数： 1618件

郵送：1424件（88%）、 ウェブ：194件（12%）

・回答者内訳

回答者属性 診断からの経過年数 がんの部位

・がん患者、経験者 86%
・家族 8%
・遺族 4%
無回答 無効回答 %

・1年未満 6%
・1年以上3年未満 18%
・3年以上5年未満 19%

年以上 0年未満 28%

（上位7つ）
・乳房 31%
・血液・リンパ 21%
大腸 8%・無回答、無効回答 1%

・男性 32%

・5年以上10年未満 28%
・10年以上15年未満 13%
・15年以上20年未満 7%
・20年以上 8%

・大腸 8%
・子宮 8%
・胃 5%
・肺 5%

性別

出典：特定非営利活動法人 日本医療政策機構 市民医療協議会「がん患者意識調査」2009年度

男性 32%
・女性 68%

20年以上 8%
・無回答、無効回答 2%

肺 5%
・肝臓 4%



がん患者・家族は、たばこ対策の強化に「賛成」95% 図１、 強 賛 」

男性

たばこによる健康被害の抑制を強化することについてどう思いますか。【問28】
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出典：特定非営利活動法人 日本医療政策機構 市民医療協議会「がん患者意識調査」2009年度

（n=1618）
（n=1104）*

*性別についての質問に回答のなかった4名除く



がん患者・家族は、たばこの値上げに「賛成」83% 図２

無回答

患者 家族 、 値 げ 賛成」

男性

たばこの値上げについてどう考えますか。【問29】
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出典：特定非営利活動法人 日本医療政策機構 市民医療協議会「がん患者意識調査」2009年度

（n 1618）
（n=1104）*

*性別についての質問に回答のなかった4名除く



がん患者・家族、妥当と考えるたばこ価格は1箱1000円か500円 図３患者 家族、妥 考 価格 箱

（たばこの値上げに「賛成」と答えた方に質問）現在約300円のたばこをいくらに「値上げするの
が妥当であると思いますか。【問29‐1】
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出典：特定非営利活動法人 日本医療政策機構 市民医療協議会「がん患者意識調査」2009年度

（n 1343）
（n=908）*

*性別についての質問に回答がなく、値上げに「賛成」と回答のあった3名除く


	日本医療政策機構_がん患者調査pressrelease案2たばこ_final.pdf
	がん患者意識調査プレスリリース2_たばこ_データ集_final

